
「日本の食」魅力再発見

セミナー会場（全国４ヵ所で開催）

ＴＫＰ札幌ビジネスセンター
赤レンガ前（はまなす）

※ＪＲ札幌駅　徒歩５分

【札幌会場】　月９日（水）
ＴＫＰ東京駅前カンファレンス
センター（ホール９Ａ）

※ＪＲ東京駅　徒歩１分

【東京会場】　月日（火）

ＣＩＶＩコンベンション北梅田．
Ｔ．Ｃ（）

※ＪＲ大阪駅　徒歩５分

【大阪会場】　月日（火）
ＴＫＰガーデンシティ博多
アネックス

※ＪＲ博多駅　徒歩５分

【福岡会場】　月日（木）

　田崎　真也氏
［講演者］

　
北
海
道
富
良
野
市富良

野
オ
ム
カ
レ
ー
　

ほ
ぼ

％
地
元
産
使
用

厳
し
い
ル
ー
ル
を
徹
底

「
ご
当
地
カ
レ
ー
」続
々

盛
り
上
が
る
道
内
各
地

Ｓ
Ｍ
Ｎ
が
産
学
セ
ミ
ナ
ー

「
宿
泊
業
に
女
性
の
力
を
」

旅行券を販売開始
華丸・大吉がＰＲ

福岡県

台
湾
で
日
本
エ
キ
ス
ポ

来
年
３
月
　

Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
が
概
要
発
表

観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
留
学
生
組

東
洋
大
が
最
優
秀
賞
に

大
阪
ス
テ
ー
ジ
は

武
庫
川
女
子
大
学

ふ
ら
の
牛
乳
プ
リ
ン

第
一
部
・
基
調
講
演

「
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
食

の
重
要
性
に
つ
い
て
」

田
崎
真
也
氏
（
国
際
ソ
ム
リ
エ
協

会
会
長
）

第
二
部
・
地
域
食
材
に
つ
い
て

「
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
つ
い
て
」

一
般
社
団
法
人
日
本
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会

第
三
部
・
事
例
紹
介
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〈
事
例
紹
介
〉「
食
を
活
用
し
た
観

光
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
取

組
地
域
／
２
地
域
よ
り
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

「
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

第
四
部
・
名
刺
交
換
会

　
各
日
午
後
１
時
～
同
４
時
半
。

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
、
日
本

の
食
で
お
も
て
な
し
デ
ス
ク
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
霞

が
関
第
一
事
業
部
内
）
☎
０
３

（
６
７
３
７
）
９
２
７
３
、
ま
た

はomotenashi@bwt.jtb.jp

　
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し
」
事
業
で
は
、
先
進
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
全
国
で
６
カ
所
選
定
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
６
地
域
の
地

域
食
材
の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
食
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
取
組
に
注

目
す
る
。
今
週
号
は
北
海
道
富
良
野
市
の
「
富
良
野
オ
ム
カ
レ
ー
」
。

富
良
野
オ
ム
カ
レ
ー

今
年
５
月
に
よ
こ
す
か
カ
レ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
店
し
た
時
の

様
子

　
富
良
野
の
成
功
に
触
発
さ
れ
、

道
内
各
地
で
「
ご
当
地
カ
レ
ー
」

を
開
発
す
る
動
き
が
続
い
た
。
２

０
０
８
年
に
は
旭
川
市
で
「
北
海

道
カ
レ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ

れ
、
北
海
道
全
体
で
「
食
」
を
通

じ
た
観
光
振
興
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。
今
年
も
９
月
６
日
に

土
別
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
毎
年
９
月
に
開
か
れ
る

「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
」

で
も
、
オ
ム
カ
レ
ー
は
人
気
を
集

め
て
い
る
。
地
元
生
産
者
ら
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

富
良
野
の
「
食
」
の
魅
力
を
今
後

も
発
信
し
続
け
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
が
高
く
評
価
さ

れ
、
富
良
野
オ
ム
カ
レ
ー
推
進
協

議
会
は
、
地
域
活
性
化
の
優
良
事

例
を
表
彰
す
る
農
水
省
の
「
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の

宝
」
に
選
ば
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
オ
ム
カ
レ
ー
だ
が
、
市
内
で

提
供
す
る
店
は
い
ず
れ
も
小
規
模

店
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
個

人
や
小
グ
ル
ー
プ
の
観
光
客
に
し

か
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

　
石
川
さ
ん
は
「
観
光
バ
ス
で
来

ら
れ
る
団
体
客
も
受
け
入
れ
る
た

め
、
『
分
宿
』
の
飲
食
店
版
で

『
分
食
』
と
い
う
手
法
も
あ
る
と

思
う
。
食
事
を
し
た
人
は
『
あ
の

店
は
こ
ん
な
味
だ
っ
た
。
そ
ち
ら

の
店
は
こ
ん
な
特
徴
が
あ
っ
た
』

な
ど
と
言
い
合
え
て
楽
し
い
か

も
」
と
、
さ
ら
な
る
構
想
を
巡
ら

せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
『
食
の
力
』
は
、
観

光
客
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
る
か

も
し
れ
な
い
』
と
石
川
さ
ん
は
期

待
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
富
良
野
観

光
の
閑
散
期
だ
っ
た
秋
。し
か
し
、

秋
は
農
作
物
の
収
穫
期
に
当
た

る
。
「
観
光
客
は
『
お
い
し
い
富

良
野
の
食
を
堪
能
す
る
に
は
、
秋

に
来
る
べ
き
』
と
考
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
実
際
、
『
食
』
の
魅
力

で
閑
散
期
に
も
観
光
客
が
増
え
つ

つ
あ
る
。
こ
の
流
れ
を
大
切
に
し

た
い
」
と
石
川
さ
ん
は
さ
ら
な
る

誘
客
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

　
富
良
野
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ

ネ
ギ
、ニ
ン
ジ
ン
な
ど
農
作
物
の

一
大
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
こ

れ
ら
農
作
物
を
生
か
し
た『
ま
ち

お
こ
し
』が
で
き
な
い
か
」。そ
こ

で
出
た
答
え
が「
富
良
野
オ
ム
カ

レ
ー
」だ
。「
地
元
で
消
費
す
る
だ

け
で
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
考
え

た
飲
食
店
主
ら
が
立
ち
上
が
り
、

ス
パ
イ
ス
以
外
の
食
材
を
１
０
０

％
地
元
で
賄
え
る
新
し
い
グ
ル
メ

を
６
年
前
に
誕
生
さ
せ
た
。

　
現
在
市
内

店
舗
の
飲
食
店
で

提
供
し
て
い
る
富
良
野
オ
ム
カ
レ

ー
。
店
主
ら
が
立
ち
上
げ
た
「
富

良
野
オ
ム
カ
レ
ー
推
進
協
議
会
」

が
「
地
元
産
の
食
材
を
使
う
」
と

い
う
ル
ー
ル
を
厳
し
く
守
り
、
高

い
価
値
を
保
つ
こ
と
に
気
を
配
っ

て
い
る
。

　
富
良
野
の
農
作
物
の
お
い
し
さ

に
つ
い
て
、
ふ
ら
の
観
光
協
会
事

務
局
長
の
石
川
芳か

お
る

さ
ん
は
「
寒

冷
地
の
た
め
害
虫
や
病
気
が
少
な

く
、
余
計
な
農
薬
や
化
学
肥
料
を

使
う
必
要
が
な
い
。
寒
暖
の
差
が

激
し
い
土
地
で
育
つ
野
菜
は
甘
味

が
強
く
味
が
濃
い
」と
説
明
す
る
。

　
酪
農
や
養
鶏
も
盛
ん
で
、
質
の

高
い
牛
乳
や
卵
も
あ
る
。
「
ふ
ら

の
牛
乳
プ
リ
ン
」
を
開
発
し
た

「
菓
子
工
房
フ
ラ
ノ
デ
リ
ス
」
店

主
の
藤
田
美
知
男
さ
ん
も
、
地
域

食
材
に
魅
了
さ
れ
た
一
人
だ
。
本

州
各
地
で
修
業
し
、
２
０
０
１
年

に
富
良
野
で
独
立
開
業
し
た
。

　
「
濃
厚
で
自
然
本
来
の
味
わ
い

が
あ
る
富
良
野
の
牛
乳
が
な
け
れ

ば
開
発
で
き
な
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。
今
で
は
観
光
客
が
指
名
買

い
す
る
富
良
野
を
代
表
す
る
ス
イ

ー
ツ
に
成
長
し
た
。

（１０）第２８１５号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）９月３０日（水曜日）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
。

左
か
ら
井
上
氏
、
佐
藤
氏
、
橋
本
氏

関
係
者
が
エ
キ
ス
ポ
の
開
催

概
要
を
発
表
し
た

　
留
学
生
を
含
む
大
学
生
チ

ー
ム
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
が

９
月

日
、
東
京
都
内
で
開

か
れ
た
。
本
選
に
は

チ
ー

ム
が
残
り
、
東
京
都
西
多
摩

地
域
と
ベ
ト
ナ
ム
を
結
び
つ

け
る
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
東

洋
大
学
塚
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
チ

ー
ム
Ｂ
＝
写
真
＝
が
最
優
秀

賞
（
観
光
庁
長
官
賞
）
を
受

賞
し
た
。

　
観
光
庁
、
文
部
科
学
省
、

総
務
省
、
経
済
産
業
省
な
ど

の
後
援
を
受
け
た
産
官
学
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
大
学
生

観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
５
」
の
留
学
生
ス

テ
ー
ジ
。
主
催
は
同
コ
ン
テ

ス
ト
運
営
協
議
会
で
、
事
務

局
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
、
三
菱
総
合
研
究

所
が
務
め
る
。

　
筑
波
大
学
、
静
岡
大
学
、

明
治
大
学
な
ど
か
ら

チ
ー

ム
が
出
場
し
、
テ
ー
マ
で
あ

る
「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
契
機
に
、
開
催
都
市

（
東
京
）・
開
催
国（
日
本
）

と
海
外
と
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
強
化
す
る
観
光
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
（
＝
レ
ガ
シ

ー
・
プ
ラ
ン
）
」
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
独
自
の
視

点
で
の
創
造
性
や
、
実
現
さ

れ
た
場
合
の
効
果
な
ど
の
観

点
か
ら
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
東

洋
大
チ
ー
ム
の
プ
ラ
ン
は
、

ベ
ト
ナ
ム
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
、
西
多
摩
地
域
に
さ

ま
ざ
ま
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付

け
て
短
期
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

留
学
を
促
進
す
る
と
い
う
内

容
。
「
留
学
し
て
も
ら
う
こ

と
が
日
本
に
来
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」

（
審
査
員
）
と
高
く
評
価
さ

れ
た
。

　
国
際
観
光
文
化
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
、
東
京
都
千
代

田
区
、
安
藤
俊
介
理
事
長
）

は
９
月

日
、
来
年
３
月
に

台
湾
の
台
北
市
花
博
公
園
で

開
く
日
本
観
光
文
化
エ
キ
ス

ポ
「
第
２
回
Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
　

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
タ

ッ
チ
・
ザ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
イ

ン
台
湾
」
の
概
要
を
発
表
し

た
。
同
展
示
会
は
今
年
４
月

に
初
め
て
実
施
し
、
４
万
人

超
が
来
場
。
第
２
回
で
は
６

万
人
の
来
場
を
見
込
む
。

　
同
機
構
理
事
長
で
同
展
示

会
実
行
委
員
長
の
安
藤
氏
は

「
第
１
回
タ
ッ
チ
・
ザ
・
ジ

ャ
パ
ン
・
イ
ン
台
湾
で
は
、

４
日
間
で
４
万
人
を
超
え
る

来
場
者
と
３
３
１
件
の
報
道

件
数
を
達
成
し
、
台
湾
史
上

最
大
の
日
本
に
特
化
し
た
観

光
文
化
エ
キ
ス
ポ
と
な
っ

た
。
第
２
回
大
会
は
、
台
湾

の
旅
行
会
社
２
５
０
０
社
が

加
盟
す
る
台
湾
最
大
の
旅
行

業
協
会
の
全
面
協
力
の
も

と
、
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
し
て
実
施
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
。

　
全
面
協
力
す
る
旅
行
業
協

会
の
ナ
ン
バ
ー
２
に
あ
た
る

幹
事
会
召
集
人
の
張
玉
林
氏

も
来
日
し
、
記
者
発
表
会
に

出
席
。
「
中
国
、
ア
セ
ア
ン

も
大
切
な
市
場
だ
が
、
日
本

の
旅
行
、
観
光
関
係
団
体
・

企
業
と
協
力
し
、
日
本
全
国

の
魅
力
を
伝
え
、
旅
行
商
品

化
し
、
昨
年
２
８
０
万
人
超

だ
っ
た
訪
日
台
湾
人
観
光
客

数
を
３
５
０
万
人
以
上
に
し

た
い
。第
２
回
タ
ッ
チ
・
ザ
・

ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
台
湾
は
、そ

の
強
力
な
武
器
に
な
る
と
信

じ
、全
面
的
な
後
援
と
協
力
、

そ
し
て
宣
伝
を
さ
せ
て
も
ら

う
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
第
２
回
の
今
回
は
、
前
回

は
な
か
っ
た
「
台
湾
の
旅
行

代
理
店
ゾ
ー
ン
」
を
会
場
内

に
設
置
。
そ
の
場
で
来
場
者

か
ら
日
本
ツ
ア
ー
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る
。
会
場
内

や
別
会
場
で
日
本
か
ら
の
出

展
者
と
台
湾
の
旅
行
会
社
と

の
交
流
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
を
支
援
す
る
計
画
。

　
第
１
回
の
出
展
者
数
は


社
・
団
体
、１
６
９
小
間
だ
っ

た
が
、第
２
回
で
は
屋
内
会

場
が
最
大
２
５
７
小
間
、屋

根
付
き
屋
外
会
場
が
最
大


小
間
で
の
開
催
を
予
定
。同

展
示
会
に
は
、全
旅
連
、全
日

本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連
盟
な
ど

の
宿
泊
施
設
団
体
も
後
援
す

る
。

　
福
岡
県
は
９
月

日
、
県

内
の
宿
泊
施
設
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
で
利
用
で
き
る

旅
行
券
「
福
岡
よ
か
と
こ
旅

行
券
」
の
第
２
期
分
を
発
売

し
た
。こ
れ
に
先
立
つ

日
、

東
京
・
銀
座
で
記
者
発
表
会

が
行
わ
れ
、
小
川
洋
知
事
や

お
笑
い
コ
ン
ビ
「
博
多
華
丸

・
大
吉
」
が
旅
行
券
の
概
要

説
明
や
県
の
魅
力
な
ど
を
語

っ
た
。

　
よ
か
と
こ
旅
行
券
は
、
①

県
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

２
２
２
軒
②
福
津
市
の
「
つ

や
ざ
き
観
光
馬
車
」
や
飯
塚

市
の
「
陶
芸
体
験
」
な
ど
２

５
６
の
有
料
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
③
「
近
代
化
遺
産
三
池
炭

鉱
と
旧
三
井
港
倶
楽
部
を
め

ぐ
る
旅
」
な
ど

の
観
光
タ

ク
シ
ー
コ
ー
ス
―
で
利
用
で

き
る
。

　
額
面
５
千
円
券
を
２
５
０

０
円
、
千
円
券
を
５
０
０
円

で
販
売
す
る
。
ま
た
、
今
回

新
た
に
有
料
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
観
光
タ
ク
シ
ー
で
利
用

で
き
る
額
面
５
０
０
円
券

（
販
売
価
格
２
５
０
円
）
の

「
や
っ
て
み
た
い
券
」
も
販

売
す
る
。
「
総
額
６
億
円
に

な
る
」
と
小
川
知
事
。

　
全
国
の
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
約
４
万
９
千
店

で
販
売
す
る
。
第
１
期
分

（
総
額
３
億
円
）
は
６
月


日
に
発
売
。
約
２
週
間
で
完

売
し
て
お
り
、
２
期
分
も
早

々
と
売
り
切
れ
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
日
本
旅
行
や
じ
ゃ

ら
ん
な
ど
４
社
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
サ
イ
ト
で
県
外

発
着
の
宿
泊
パ
ッ
ク
を
申
し

込
む
と
、
最
大
５
割
引
き
と

な
る
よ
か
と
こ
旅
行
券
（
電

子
割
引
ク
ー
ポ
ン
）も
あ
る
。

利
用
期
間
は
発
行
日
か
ら
１

月
末
ま
で
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
内
各
地
に

あ
る
「
よ
か
も
ん
・
よ
か
と

こ
」
の
写
真
を
撮
っ
て
応
募

す
る
と
、
県
内
の
有
名
温
泉

旅
館
や
高
級
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿

泊
券
が

組
に
当
た
る
「
福

岡
よ
か
と
こ
フ
ォ
ト
ハ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
来
年
１

月
中
旬
ま
で
実
施
す
る
。

　
小
川
知
事
は
「
こ
の
機
会

に
県
の
魅
力
に
直
接
触
れ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
県
の

宣
伝
部
長
を
務
め
て
い
る
華

丸
・
大
吉
は
名
産
品
の
試
食

を
し
な
が
ら
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
た
。

法
被
を
着
て
福
岡
の
よ
か
も

ん
を
Ｐ
Ｒ
す
る
小
川
知
事

（
中
央
）
と
華
丸
・
大
吉

　
ホ
テ
ル
業
界
Ｏ
Ｂ
、
大
学

教
授
ら
で
構
成
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｍ
Ｎ
、
作
古
貞

義
理
事
長
＝
流
通
科
学
大
学

名
誉
教
授
）
は
９
月

日
、

宿
泊
産
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

な
ど
を
対
象
に
「
産
学
ジ
ョ

イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
東
京

・
丸
の
内
の
流
通
科
学
大
学

東
京
オ
フ
ィ
ス
会
議
室
で
開

い
た
。

回
目
と
な
る
今
回

は
「
女
性
力
が
宿
泊
産
業
を

変
え
る
！
」
と
題
し
て
女
性

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
可

能
性
と
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
基

調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。

　
基
調
講
演
は

「
月
刊
ホ
テ
ル
旅

館
」（
柴
田
書
店
）

の
武
田
真
理
子
編

集
長
に
よ
る
「
業

界
メ
デ
ィ
ア
が
見

る
女
性
の
輝
き

度
」
。
ハ
イ
ア
ッ

ト
や
ペ
ニ
ン
シ
ュ

ラ
な
ど
海
外
の
ホ

テ
ル
で
は
数
多
く

の
女
性
が
総
支
配

人
に
就
い
て
い
る

こ
と
を
例
に
挙

げ
、
「
多
様
な
人

々
を
も
て
な
す
宿

泊
産
業
は
、
内
部

か
ら
多
様
性
を
認

め
て
、
性
差
、
人
種
関
係
な

く
、
能
力
で
人
材
を
登
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
現
場
か
ら
の
女
性
力
の

提
言
」
で
は
日
本
の
宿
古
窯

女
将
の
佐
藤
洋
詩
恵
さ
ん
、

二
子
玉
川
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

東
急
総
支
配
人
の
橋
本
好
美

さ
ん
、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
教
育
プ
ラ
ン

ナ
ー
＆
チ
ー
フ
ト
レ
ー
ナ
ー

の
井
上
美
幸
さ
ん
の
３
人
が

登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
問
題
を
指
摘
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
他
県
か
ら
嫁

い
だ
苦
労
話
を
交
え
な
が
ら

「
心
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を

増
や
す
こ
と
が
大
切
。
寛
容

の
精
神
を
も
っ
て
、
受
け
入

れ
る
こ
と
も
能
力
の
一
つ
。

笑
っ
て
ご
ま
か
さ
な
い
で
、

笑
っ
て
耐
え
る
こ
と
、
少
し

の
ユ
ー
モ
ア
を
身
に
つ
け
よ

う
」
と
自
身
の
輝
き
の
ポ
リ

シ
ー
を
語
っ
た
。

　
橋
本
さ
ん
は
「
（
宿
泊
産

業
は
）
気
付
き
の
感
度
の
高

い
女
性
に
向
い
て
い
る
仕

事
。
女
性
が
信
用
さ
れ
る
に

は
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ

け
、
小
さ
な
こ
と
で
も
確
実

に
期
待
以
上
に
仕
上
げ
る
こ

と
が
必
要
。
ま
た
、
ベ
ー
ス

と
な
る
ポ
リ
シ
ー
を
常
に
も

っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
」

と
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て

訴
え
、
「
目
の
前
の
チ
ャ
ン

ス
に
は
ま
ず
乗
っ
か
ろ
う
」

と
女
性
に
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

　
ま
た
井
上
さ
ん
は
自
身
の

経
験
か
ら
「
準
備
が
で
き
て

い
な
く
て
も
と
り
あ
え
ず
や

る
こ
と
、
う
ま
く
い
か
な
く

て
も
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
る

こ
と
。
失
敗
し
て
も
助
け
て

く
れ
る
人
が
必
ず
現
れ
る
の

で
夢
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

【
遠
藤
真
澄
】

　
「
大
学
生
観
光
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
５
」

大
阪
ス
テ
ー
ジ
の
本
選
と
な

る
成
果
発
表
会
が
９
月


日
、
大
阪
府
咲
洲
庁
舎
で
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
。
大
阪
開

催
は
３
回
目
。
本
選
に
９
大

学
、

チ
ー
ム
が
進
み
、
学

生
た
ち
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
繰
り
広
げ
、
各
賞
が

選
定
さ
れ
た
。

　
大
阪
ス
テ
ー
ジ
の
課
題
対

象
地
域
は
、
「
大
阪
府
全
域

（
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
伊
丹

市
、
宝
塚
市
と
の
連
携
も
含

む
）
」
。
テ
ー
マ
は
「
訪
日

外
国
人
向
け
観
光
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
で
①
大
阪
の
食

②
ス
ポ
ー
ツ
③
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
。
優
秀
な
プ
ラ
ン

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
に
よ
る

商
品
化
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化

が
検
討
さ
れ
る
。

　
大
阪
ス
テ
ー
ジ
の
各
賞
は

次
の
通
り
。

　
観
光
庁
長
官
賞
＝
武
庫
川

女
子
大
学
／
大
森
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
チ
ー
ム
１
「
『
目
利
き
』

で
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
を

世
界
に
発
信
」
▽
大
阪
観
光

局
長
賞
＝
公
立
鳥
取
環
境
大

学
／
チ
ー
ム
Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
「
Ｗ

ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ

ａ
　
Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

！
～
や
っ
ぱ
り
好
き
や
ね
ん

大
阪
環
状
線
～
」
▽
大
阪
府

知
事
賞
＝
関
西
学
院
大
学
／

榎
本
ゼ
ミ
「
田
舎
に
泊
ま
ろ

う
～
本
物
の
『
日
本
』
体
験

～
」
▽
大
阪
商
工
会
議
所
会

頭
賞
＝
筑
波
大
学
／
筑
波
国

際
総
合
「
訪
日
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
向
け
観
光
プ
ラ
ン
」
▽
Ｊ

Ｔ
Ｂ
賞
＝
武
庫
川
女
子
大
学

／
大
森
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
チ
ー
ム

１
「
『
目
利
き
』
で
穴
場
ス

ポ
ッ
ト
の
魅
力
を
世
界
に
発

信
」
▽
マ
イ
ナ
ビ
賞
＝
大
阪

観
光
大
学
／
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
「
新
・
岸
和
田
土
産
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
」
▽
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
賞
＝
立
命
館
大
学
／
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
　
Ｗ
ａ
「
逢
阪
～
出

会
い
を
観
光
に
～
」
▽
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
特
別
賞
＝
明
治

大
学
／
歌
代
ゼ
ミ
ｔ
ｅ
ａ
ｍ

　
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
　
Ｎ
ｉ
ｓ
ｈ

ｉ
ｎ
ａ
ｒ
ｉ
「
Ｓ
ａ
ｔ
ｅ
ｌ

ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ

構
想
～
西
成
を
〝
日
本
の
デ

ィ
ー
プ
な
文
化
や
伝
統
を
学

べ
る
〟
キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
る

～
」
▽
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
優
秀
賞
＝
立
命
館
大
学
／

ａ
ｍ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
ｒ

ｅ
ｐ
ａ
ｓ
「
茨
木
発
！
ム
ス

リ
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
輪
」


